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ねらい

臨床医学の概要を理解し、臨床医学および関連する領域の学習の必要性を認識する。

学修目標

１． それぞれの臨床医学の概要や役割を説明できる。(Ⅱ-1, Ⅱ-2, Ⅱ-5)

２． 臨床医学に関連する領域を列挙し、概要を説明できる。(Ⅱ-6, Ⅱ-7, Ⅱ-8)

事前事後学習の方法

配布された講義資料をもとに復習をすること。

成績評価方法・基準

出欠状況および授業態度により総合的に判断する。

評価方法は各講座により異なる。

○ 教　科　書

特に指定しない。

○ 参　考　書

特に指定しない。

講義：２３０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R8.9.2 水 5・6 第１内科学 中山田　真吾

9.2 水 7･8 放射線科学 青木　隆敏

9.9 水 5･6 第３内科学 原田 　 大

9.9 水 7･8 第１外科学 平田　敬治

9.14 月 7･8 歯科・口腔外科学 秋森　俊行

9.16 水 5・6 精神医学 未定

9.16 水 7･8 泌尿器科学 柏木　英志

9.18 金 5・6 リハビリテーション医学 佐伯  　覚

9.18 金 7･8 脳神経外科学 山本　淳考

9.28 月 3・4 第2外科学 未定

10.5 月 7･8 眼科学 近藤　寛之

10.6 火 3・4 呼吸器内科学 矢寺　和博

10.7 水 7･8 産科婦人科学 吉野　　潔

10.13 火 3・4 小児科学 深野　玲司

10.19 月 7･8 第２内科学 片岡　雅晴

10.20 火 3・4 神経内科学 足立　弘明

10.21 水 7･8 皮膚科学 澤田　雄宇

10.26 月 5・6 整形外科学 酒井　昭典

10.27 火 3・4 麻酔科学 堀下　貴文

臨床医学入門
【Introduction of Clinical Medicine】

担当責任者　診療参加型臨床実習小委員会委員長　

年月日 曜日 時限 授　 　業　 　項　 　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者

11.18 水 7･8 耳鼻咽喉科・咽頭部外科学 堀　　龍介
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ねねららいい

医療は、患者を実際に診察している医師と他の専門領域の医師、さらにはコメディカルのスタッフとの共同作業である。

この最適な医療を提供するために、医療にかかわる職種の知識を習得する。さらに、保健・医療・福祉サービスの中での

医師の役割について理解を深める。

学学修修目目標標

１． 医療提供構造と医療資源について理解する。（Ⅱ-11，Ⅱ-12，Ⅱ-13，Ⅱ-14）

２． 多職種連携・医学教育について理解する。（Ⅰ-1，Ⅰ-2，Ⅰ-3，Ⅰ-4，Ⅰ-5）

３． 医療経営について理解する。（Ⅱ-13，Ⅲ-4）

４． 歯科医療について理解する。（Ⅱ-1，Ⅵ-3，Ⅵ-4，Ⅵ-5）

５． 処方について理解する。（Ⅵ-3，Ⅵ-4，Ⅵ-5）

６． 地域医療との連携について理解する。（Ⅱ-13，Ⅱ-14，Ⅳ-10，Ⅳ-11）

７． 看護管理・専門看護について理解する。（Ⅵ-3，Ⅵ-4，Ⅵ-5）

８． 保健師・助産師について理解する。（Ⅵ-3，Ⅵ-4，Ⅵ-5）

９． 放射線・臨床検査、臨床工学について理解する。（Ⅱ-6，Ⅵ-3，Ⅵ-4，Ⅵ-5）

１０． リハビリテーションにおける療法士について理解する。（Ⅵ-3，Ⅵ-4，Ⅵ-5）

事事前前事事後後学学習習のの方方法法

１． 予習：配付資料の確認

２． 復習：講義内容の復習

成成績績評評価価方方法法・・基基準準

医療職概論総括当日に講義室内で作成した小論文（6割）、出席状況（2割）、授業態度（2割）等を総合して判断する。

○ 教教　　科科　　書書

特になし

○ 参参　　考考　　書書

特になし

医医療療職職概概論論

担当責任者　1年次教育小委員会委員長

【【IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  HHeeaalltthh  OOccccuuppaattiioonn】】
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